
 

               

 

 

透明マスクの寄贈について 
 

 

新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、和歌山県立和歌山ろう学校中

学部生徒会では、「今、自分たちにできることはないか」を考え、手話通訳に取り

組んでいる手話通訳者のために、透明マスクを作成されました。 

このたび、手話通訳者の皆様へ届けるために、和歌山市に寄贈していただけるこ

とになりました。 

 

 

 １ 寄贈者     和歌山県立和歌山ろう学校生徒会（中学部） 

 

 ２ 寄贈物品    透明マスク １５枚 

 

 ３ 感謝状贈呈式 

（１）日  時  令和２年８月２４日（月） ９：３５～ 

 

（２）場  所  和歌山市役所本庁舎４階 市長室 

 

（３）出 席 者  和歌山県立和歌山ろう学校中学部生徒 ４名 

         和歌山市長  尾花 正啓 

 

担 当 課 障害者支援課 

担 当 者 山崎 

電    話 （073）435－1060 

内  線 ５１２５ 
令和２年８月１９日 

資 料 提 供 

・口の形や表情が見えやすい。 

・着用時、空間があるため、呼吸 

が楽にできる。 

・マスクが曇りにくい。 

・夏場でも涼しい。 


